
白石市立白石中学校 

○ 私たちの取組 

 ※ 毎月１０日をいじめゼロの日としていじめ防止活動（白石市ＰＳＣパトロール隊

を中心に実施） 

○ 取組の紹介 

 ※ ピンクＴシャツ運動（カナダが国を揚げてピンク色のシャツを着て，いじめ撲滅

を訴える活動）の紹介 

 ※ 朝の会でいじめ防止を呼びかけ 

 ※ 「社会からいじめをなくそう」というメッセージが入ったティッシュを全生徒に

配布 



白石市立白石中学校 

○ 私たちの取組 

 ※ 朝のあいさつ運動 

○ 取組の紹介 

 ※ 生徒会執行部を中心に朝の登校時間中にあいさつ運動を行っている 

 ※ 一日の最初の生徒同士のコミュニケーション 

 ※ 心が晴れやかになるようなあいさつを心掛けている 



白石市立白石中学校 

○ 私たちの取組 

 ※ 美化ピカ運動 

○ 取組の紹介 

※ 月１回，清掃強化の日を設けている。なお，担当生徒が各クラスの状況を確認し

ながら，審査を行い，取組が丁寧な学級を翌日の昼の放送で結果報告をしている 

 ※ 校内の環境整備を行うとともに，クラスメイトとコミュニケーションをとりなが

ら，協力して清掃することで絆を深めるという試みで実施



いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

白石市立南中学校 

○ 私たちの取組 

   いじめについて考える全校集会  ～ ｐ４ｃの手法を用いて ～ 

○ 取組の紹介

   ７月はいじめ防止月間のためｐ４ｃの手法をつかっ 

て，いじめについて考える集会を全校で行いました。 

   全校生徒から事前にみんなと考えてみたいテーマ， 

  対話してみたいテーマについてアンケートをとり， 

  全校生徒で対話を行った後に各学級でもいじめについ 

て考える時間を設けました。 

いじめは絶対にしてはいけないという理解を全校で 

深める良い機会となりました。 



いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

白石市立南中学校 

○ 私たちの取組 

   生徒会主催で行う球技大会 

○ 取組の紹介

   数年前に生徒総会で「球技大会を実施したい」とい 

う意見が出されたのをきっかけに，冬休み前最後の登 

校日に毎年生徒会主催で球技大会を行っています。 

   チームは縦割りで編成し異学年間の交流を深めるこ 

とはもちろん，先生方も参加するため生徒と先生方の 

交流にもなっています。 

 また，競技も「全校生徒が楽しめる」，「技能差が無 

いように」と配慮したり，ルール作りを工夫したりして 

行っています。今年度はドッチビーを行いました。 

















（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

角田市立金津中学校 

○ 私たちの取組 

いじめノックアウト集会 

 

 ○ 取組の紹介 

  いじめノックアウト集会では，全校生徒が各学年に出さ 

れたいじめの事例について，学級の活動班に分かれて話し 

合い，そのいじめが起こった原因と解決策や未然防止策に 

ついてワークショップ形式で話し合い，模造紙にまとめま 

す。話し合ったものを各学年のグループ代表が全校生徒の 

前で発表します。そうすることで自分達の班では出なかっ 

た考えなどを共有し，自分達の班の考えと比較することが 

できます。 

集会後，教室前の廊下にそれぞれの班の考え方を書いた 

模造紙を掲示し，いじめへの意識を高めます。 

  このような取組を行うことで，いじめ防止に対する考え 

を常に意識しながら生活し，いじめの未然防止につなげて 

います。 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

角田市立金津中学校 

○ 私たちの取組 

 いじめ防止標語づくり 

 

 ○ 取組の紹介 

一， 二年生の各学級でいじめ防止標語作りが行われました。 

この活動では，それぞれが道徳の時間の中でいじめはどこでも起こりうる，という現状と向き合い， 

真剣に取り組んでいる様子でした。そんな中，決まった標語が以下の二つです。 

 

一学年代表標語 

「いじめは見てるだけの人がいるから無くならない。止める勇気があればいい。」 

 

二学年代表標語 

「何やってんだよ，俺・・・そう思ったらもう遅い。」 

  

    金津中学校でいじめは起きていませんが，これからも起こさないためにも，この標語を胸に強くもっ 

て生活していきたいと話し合いました。 

 



（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

角田市立北角田中学校 

○ 私たちの取組 

「ありがとうの木」 

 ○ 取組の紹介 

北角田中学校の生徒の中には，自分に自信がなく，学校生活に不安を感じている生徒がいます。 

そのため，生徒同士がお互いを認め合う活動として，日頃の感謝をメッセージに込めてありがとうを送り

合う活動をしています。 

友達の良いところを見つけるのはちょっと難しい

ですが，そのひとの良さを改めて見つけることができ

ます。 

また，自分がメッセージをもらうのは恥ずかしいで  

すが，とても嬉しいことに気が付きました。 

この取組のおかげで，学校に行くのが少し楽しくな

りました。メッセージを貼り付けたありがとうの木は

宝物として大切に保管しています。 

 

 

（様式）いじめを生まない「行きたくなる学校づくり」の取組 

角田市立北角田中学校 

○ 私たちの取組 

「フィルタリング 100％，ＳＮＳいじめ０％宣言」 

 ○ 取組の紹介 

    パソコンやスマートフォン，タブレット等でインターネットを使用する際に，生徒が被害者にも加害者

にもならないために，北角田中学校ではフィルタリング 100％，ＳＮＳいじめ０％をめざし，次の宣言を行

っています。 

１．対象生徒はフィルタリング加入 100％ 

２．相手を傷つける書き込みはしない 

３．危険サイトへのアクセスはしない 

４．決められたルールを守る 

５．トラブルは親や学校にすぐ相談する。 

この５つを毎年宣言し，生徒一人一人がインター

ネット，ＳＮＳを使う際にトラブルにあわないよう

気を付ける取り組みを行っています。 

 

 

 







「いじめを生まない『行きたくなる学校づくり』の取組」 

七ヶ宿町立七ヶ宿中学校 

○ 私たちの取組 

 いじめの標語を考えよう！ 

 ○ 取組の紹介 

  １ 「みやぎ小・中学生いじめ問題を考えるフォーラム」の報告 

  ２ ワークショップ（グループに分かれての話合いと意見交換） 

   （１）「いじめはなぜいけないのか」 

   （２）「誰もが行きたくなる学校って？」 

  ３ 標語の募集・決定 

   （１）標語（案）の募集 

   （２）標語（案）の掲示（１週間） 

   （３）標語の投票・決定 

   （４）標語が採用された生徒の表彰 

   （５）標語をもとにしたいじめ防止宣言への署名 

   （６）標語の掲示 

  ４ 「いじめ防止標語コンテスト」への出展 












